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図 1

図 2

　近年、豪雨災害は日本各地で被害をもたらして
いる。講演で示されたように、山口県は豪雨災害
が起こりやすい地域である。JMAT 活動は、被災
地へ赴くだけでなく、自らの地域が被災地となっ
た場合の活動や、受援体制の整備等も求められて
いる。今回の研修会を準備するにあたり、県内の
消防、自衛隊の方々と、平時から顔の見える関係
を構築したい、また、近年の豪雨災害について学

習したいとの意見があり、消防本部、陸上自衛隊
の方に、防災体制、災害派遣活動等について、下
関地方気象台の方に、山口県内及び近隣地域の予
見・防災情報提供体制等に関する講演をお願いし
た。いずれの講演も、実際の活動内容を知る大変
よい機会であった。今回の研修を機に、災害発生
時の円滑な連携や活動に役立てるよう、日ごろの
交流を深めていきたいと考える。
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１　令和 6 年度新規事業について
　 令 和 6 年 度 診 療 報 酬 改 定 説 明 会 開 催 事 業、
BEAMS 開催事業等８事業について協議を行い、
修正等は次回理事会で再協議することとなった。

２　診療報酬改定説明会の開催日程について
　診療報酬改定に伴う説明会を、5 月に 7 か所で
開催することを決定した。

３　令和 6 年度 妊婦健康診査の参考単価（案）
の変更について
　HTLV-1 抗体定性（PA 法）試薬がなくなるこ
とに伴う妊婦健康診査の参考単価を提案どおりの
単価に変更することを決定した。

４　令和 6 年能登半島地震への医療支援金について
　郡市医師会の支援金の取りまとめを行うととも
に、本会からの支援金の額を決定した。

５　令和 6 年能登半島地震への対応（医療支援等）
について
　情報収集に努めるとともに、日本医師会と石川
県医師会で活動期間の調整が行われ、派遣要請が
あった場合は被災地に向けて出動していくことを
決定した。

６　「診療所における新興感染症対策研修」の受
講者について
　本会から 2 名出席することを決定し、1 名は郡

市医師会に照会し、次回理事会で決定することと
した。

１　山口労災保険診療委員会委員の委嘱について
　山口労働局長から任期満了に伴う委員の推薦依
頼があり、現在本会から選出している 6 名を引
き続き推薦することを決定した。

１　中国四国医師会連合常任委員会「会長会議」
（1 月 7 日）

　令和 6 年度中国四国医師会連合総会の開催、
中国四国医師会連合から日本医師会役員への推薦
等について協議を行った。（加藤）

２　山口県社会福祉協議会第 2 回地域福祉推進
委員会（1 月 9 日）
　第 7 次福祉の輪づくり運動推進県域活動計画
骨子（案）について協議を行った。（前川）

３　令和 6 年能登半島地震災害対策本部会議
第 2 回（1 月 9 日）、第 3 回（1 月 16 日） 

　石川県医師会からの JMAT 派遣状況等の報告、
派遣を行った県医師会からの活動報告等について
意見交換を行った。（上野）

４　第 56 回山口県学校保健研究大会（1 月 11 日）
　山口県学校保健連合会長として表彰行事に出席
し、その後、特別講演、研究発表等が行われた。

（加藤）

５　新規個別指導・個別指導（1 月 11 日）
　3 医療機関の指導の立会を行った。（伊藤、竹中）

６　広報委員会（1 月 11 日）
　会報主要記事掲載予定（2 ～ 4 月号）、令和 6
年度の県民公開講座、フォトコンテスト等の広報
事業について協議した。（長谷川）

理理 事事 会会

－第 20 回－

1 月 18 日　午後 5 時～ 6 時 40 分

加藤会長、沖中・中村両副会長、伊藤専務理事、
前 川・ 河 村・ 長 谷 川・ 上 野・ 茶 川・ 縄 田
各常任理事、藤原・竹中・木村・岡・藤井・
國近各理事、藤野・宮本・友近各監事

協議事項
報告事項

人事事項
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７　第 2 回母子保健委員会（1 月 11 日）
　産後うつ、虐待防止のための施策や母子保健領
域における心理職との連携を図るための研修会等
について協議を行った。（河村）

８　医業承継セミナー「Web」（1 月 11 日）
　「山口県医師会の医業承継の取組み」「医業承継
の方法と課税関係」「医業承継の実務と生じる問
題点」について講演を行った。（沖中）

９　山口県福祉サービス運営適正化委員会 第 142
回苦情解決部会（1 月 12 日）
　苦情の受付状況、苦情解決審議事案等について
審議した。（前川）

10　勤務医部会第 2 回医師事務作業補助者研修会
（1 月 13 日）

　3 病院における代行入力の事例発表の後、厚
生連長門総合病院の村松慶一 病院長による「私
にとって、理想の Medical Assistant さんとは？」
と題した講演が行われた。聴講者 80 名。（岡）

11　山口県臨床検査技師会創立 70 周年・法人化
30 周年記念事業（1 月 13 日）
　記念式典、祝賀会に来賓として出席し、祝辞を
述べた。（加藤）

12　山口県緩和ケア研修会（1 月 14 日）
　e-learning の復習・質問の講義の後、「全人的
苦痛に対する緩和ケア」、｢ 療養場所の選択と地
域連携 ｣ 等３つのワークショップを行った。受講
者 18 名。（上野）

13　都道府県医師会学校保健担当理事連絡協議
会「Web」（1 月 17 日）
　「学校における健康診断」をテーマに、心臓検診、
腎臓検診など健康診断の課題について講演等が行
われた。（河村）

14　医療措置協定締結に向けた説明会「Web」
（1 月 16 日～ 19 日）

　病院、診療所を対象とした協定締結のための説
明会が行われた。（沖中）

15　社会保険診療報酬支払基金山口事務局審査
運営委員会（1 月 17 日）
　数値目標に係る審査実績及び要因分析等の報
告、審査結果の不合理な差異解消の検討状況の取
組等について協議を行った。（加藤）

1　令和 6 年度法令遵守（コンプライアンス）の
ための実践計画の策定について
　令和 6 年度実践計画について協議し、2 月 22
日開催の組合会に承認事項として提出することを
決定した。

１　令和 6 年度新規事業について
　前回理事会で再協議となっていた 1 事業につ
いて協議を行い、決定した。

２　診療所における新興感染症対策研修の受講者
について
　受講者 3 名のうち、残り 1 名を決定した。

理理 事事 会会

医師国保理事会　－第 16 回－

協議事項

－第 21 回－

2 月 1 日　午後 5 時～ 7 時 10 分

加藤会長、沖中・中村両副会長、伊藤専務理事、
前 川・ 河 村・ 長 谷 川・ 上 野・ 茶 川・ 縄 田
各常任理事、白澤・藤原・竹中・木村・岡・藤井・
國近各理事、藤野・宮本・友近各監事

協議事項
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１　保険委員会の委員について
　2 名の委員就任について決定した。

１　特別支援学校医療的ケア運営協議会
（1 月 18 日）

　総合支援学校における医療的ケア実施の状況報
告・意見交換の後、特別支援学校医療的ケア実施
体制ガイドライン（素案）に関する協議を行った。

（河村）

２　医事案件調査専門委員会（1 月 18 日）
　病院 1 件、診療所１件の事案について審議を
行った。（縄田）

３　第 3 回学校心臓検診検討委員会（1 月 18 日）
　令和 4 年度山口県学校心臓検診報告書、令和 5
年度学校心臓検診精密検査医療機関研修会のアン
ケート集計結果、令和 6 年度の研修会等につい
て協議を行った。（河村）

４　第 3 回地域医療構想調整会議病床機能別検
討部会合同会議「山口・防府圏域」（1 月 19 日）
　紹介受診重点医療機関の選定、病床機能再編支
援事業、山口県外来医療計画に係る報告等につい
て協議を行った。（前川）

５　山口県作業療法士会設立 40 周年記念式典
（1 月 20 日）

　記念式典に来賓として出席し、祝辞を述べた。
（加藤）

６　全国有床診療所連絡協議会中国四国ブロック
会役員会、第 15 回総会、研修会（1 月 21 日）
　役員会では、同日午後に開催される「第 15 回
総会・研修会」の運営についての報告及び令和 6
年度総会の日程等について協議が行われた。
　総会では、令和 4 年度事業報告・収支決算報
告について審議が行われた。

　研修会では、日本医師会総合政策研究機構の
江口成美 主席研究員による「地域のニーズに応
える有床診療所の将来展望」、日本医師会の猪口
雄二 副会長による「医業税制・医療 DX に関す
る日本医師会の取組」の特別講演 2 題が行われた。

（伊藤）

７　ニューレジリエンスフォーラム山口大会
（1 月 21 日）

　感染症や自然災害等に強い社会をつくるための
標記大会を本県で開催し ､ 呼びかけ人会共同代表
として挨拶を行った。その後、ジャーナリスト
櫻井よしこ氏による「この国の行方～日本の在る
べき姿～」と題した講演が行われた。（加藤）

８　第 29 回毒物劇物安全管理研究会（1 月 23 日）
　標語の入選作品の紹介、「科学プラントにおけ
るスマート保安」と題した特別講演、事例発表等
が行われた。（縄田）

９　令和 6 年能登半島地震第 4 回災害対策本部
会議「Web」（1 月 23 日）
　現状及び問題点について報告があり、意見交換
を行った。（上野）

10　都道府県医師会新興感染症医療提供体制担
当理事連絡協議会「Web」（1 月 23 日）
　国からの改正感染症法等の概要説明の後、協議
を行った。（沖中）

11　中国地方社会保険医療協議会山口部会
（1 月 24 日）

　医科 2 件、歯科 3 件、薬局１件の指定が承認
された。（中村）

12　第 2 回山口県がん教育推進協議会（1 月 25 日）
　今年度の学校におけるがん教育の取組、事業実
施校の取組、事業推進の成果と課題等について協
議を行った。（加藤）

理理 事事 会会

人事事項

報告事項
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13　山口県思春期保健関係者連絡会議（1 月 25 日）
　思春期保健指導者研修、保護者向け公開講座の
開催等の今年度事業の報告の後、健康教育用リー
フレットの内容更新、令和 6 年度事業について
協議を行った。（河村）

14　診療情報提供推進委員会（1 月 25 日）
　本会の相談窓口の受付状況、相談窓口受付事例
について協議を行った。（縄田）

15　健康やまぐち 21 第 3 回歯科保健分科会
（1 月 25 日）

　「第 2 次やまぐち歯・口腔の健康づくり推進計
画～健口スマイル運動推進プラン～」（最終案）
について協議を行った。（河村）

16　日医第 4 回医師会共同利用施設検討委員会
（1 月 26 日）

　令和 4・5 年度医師会共同利用施設検討委員会
報告書（答申案）、会長諮問に対する提言等につ
いて協議を行った。（茶川）

17　第 2 回山口県在宅医療推進協議会「Web」
（1 月 26 日）

　第 8 次山口県保健医療計画（在宅医療）最終案、
令和 6 年度以降の在宅医療の推進に向けた取組
について協議を行った。（伊藤）

18　若年者心疾患・生活習慣病対策協議会理事
会・評議員会（1 月 27 日）
　令和４年度の事業報告、収支決算案、令和６年
度事業計画、収支予算案等について協議を行った。

（伊藤）

19　第 55 回若年者心疾患・生活習慣病対策協議
会総会（1 月 28 日）
　令和４年度事業報告・決算、令和６年度事業計画・
予算等について報告・協議を行った。その後、「三
重県における生活習慣病対策の取り組み」「三重県
における学校心臓検診の取り組み」と題したワー

クショップ、2 題の特別講演が行われた。（伊藤）

20　山口県胃内視鏡検診研修会（1 月 28 日）
　「胃がん検診の概要」、「精度管理」、「胃内視鏡
検診の方法－早期胃がんの診断と治療－」「感染
症対策・偶発症対策」の 4 講演及び「がん検診
におけるリスク層別化の応用」と題した特別講演
が行われた。受講者 35 名。（上野）

21　県内医療機関・自治医科大学交流会「Web」
（1 月 28 日）

　山口県の医療提供の現状、自治医科大学の義務
内医師の現状、県内医療機関の現状等の紹介を行
い、意見交換・質疑応答を行った。（茶川）

22　男女共同参画部会第 2 回育児支援 WG・保育サ
ポーターバンク運営委員会合同委員会（1 月 28 日）
　3 月 3 日開催予定の保育サポーター研修会の内
容、役割分担を決定した後、現在の対応困難事例
等について協議を行った。（長谷川）

23　男女共同参画部会第 3 回理事会（1 月 28 日）
　3 月 3 日開催予定の令和５年度総会・特別講演
における役割分担、令和６年度事業計画等につい
て協議を行った後、保育サポーターバンクの運営
状況、女性勤務医ネットワーク連絡係の更新結果
の報告を行った。（長谷川）

24　第 2 回山口県高齢者医療懇話会（1 月 29 日）
　令和 6 年度及び令和 7 年度の保険料率、デー
タヘルス計画、高齢者の保健事業と介護予防等の
一体的な実施等について協議を行った。（伊藤）

25　山口大学医学部附属病院情報システム監査
（1 月 29 日）

　病院情報システムの概要説明の後、運用規則等
の整備、システム改善・改修・障害対応状況、情
報システムの運用管理状況等について監査を行っ
た。（中村）

理理 事事 会会
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26　第 3 回地域医療構想調整会議、第 2 回地域
保健医療対策協議会「Web」

「柳井圏域」（1 月 29 日）、「萩圏域」（1 月 31 日）
　第８次山口県保健医療計画最終案、紹介受診重
点医療機関の選定、公立病院経営強化プラン等に
ついて協議を行った。（前川）

27　第 3 回都道府県医師会長会議（1 月 30 日）
　「医師の働き方改革」をテーマとしたグループ
討議、都道府県医師会から日本医師会への質問・
回答等が行われた。（加藤）

28　長門保健所 保健医療福祉調整本部設置・運
営訓練（1 月 30 日）
　地震災害を想定した発災１日目、４日目の状況
把握等の訓練を実施し、講評が行われた。（前川）

29　広報委員会（2 月 1 日）
　会報主要記事掲載予定（3 ～ 5 月号）、令和 6
年度の県民公開講座 ､ フォトコンテストの広報事
業について協議した。（長谷川）

30　令和 5 年度第 3 回医療政策研修会「Web 配信」
　地域医療構想、医療法と感染症法における協定
の関係性等の政策説明や事例発表が行われた。

（前川）

31　会員の入退会異動
　入会 4 件、退会 6 件、異動 5 件。（2 月 1 日現
在会員数：1 号 1,208 名、2 号 865 名、3 号 457 名、
合計 2,530 名）

1　第 2 回通常組合会について
　2 月 22 日（木）に開催する標記組合会の次第
及び 4 議案について協議、決定した。

１　令和 6 年度新規事業について
　追加の 2 事業について協議を行い、1 事業につ
いては一部修正の上再協議することとした。

２　令和 6 年度事業計画（案）について
　会長から総論について、常任理事及び理事から
担当事業の新規項目、重点項目について説明・協
議が行われた。

３　令和 6 年度予算（案）について
　事業計画（案）に基づき予算編成をし、全体の
概要について事務局長から説明を行い、提案どお
り承認した。

４　HPV ワクチン接種勧奨推進チラシ及びポス
ターの作成について
　標記ワクチンの接種率向上のため、対象者とそ
の保護者に接点のある県民に協力を呼びかけるた
めのチラシ、ポスターの作成、配布を行うことに
ついて協議を行い、チラシの内容等について再検
討することとした。

５　山口県医師会表彰規定第 2 条第 4 号による
表彰（医学功労賞）について
　本会表彰規程により、生涯教育委員会において
選考した被表彰者について協議を行い、2 名を決
定した。

理理 事事 会会

医師国保理事会　－第 17 回－

協議事項

協議事項

－第 22 回－

2 月 15 日　午後 5 時 5 分～ 8 時 10 分

加藤会長、沖中・中村両副会長、伊藤専務理事、
前 川・ 河 村・ 長 谷 川・ 上 野・ 茶 川・ 縄 田
各常任理事、白澤・藤原・竹中・木村・岡・藤井・
國近各理事、藤野・宮本・友近各監事
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６　第 155 回日本医師会臨時代議員会における
質問について
　標記代議員会に提出する質問 1 題について協
議し、内容を再検討し提出することとした。

１　日本医師会選挙管理委員会委員及び予備選挙
管理委員について
　中国四国医師会連合委員長から次期委員の推薦
依頼があり、当会から選挙管理委員 1 名、予備
選挙管理委員 1 名を推薦することを決定した。

１　社保・国保審査委員連絡委員会（2 月 1 日）
　肝不全用経口栄養剤の算定、輸血時に使用した
輸液製剤の査定等の 5 項目の議題について協議
を行った。（伊藤）

２　第 3 回山口県アルコール健康障害対策 ･ ギャン
ブル等依存症対策推進協議会（2 月 1 日）
　山口県アルコール健康障害対策・ギャンブル等
依存症対策推進計画（最終案）等について協議を
行った。（長谷川）

３　地域・職域連携推進委員会（2 月 1 日）
　地域・職域連携の推進、山口県の働く世代の現
状、県、圏域別協議会の取組状況等について協議
を行った。（上野）

４　第 3 回地域医療構想調整会議全体会議、第 2
回地域医療対策協議会

「周南圏域」「宇部 ･ 小野田圏域」（2 月 1 日）
「山口 ･ 防府圏域」（2 月 2 日）、「下関圏域」（2 月 5 日）
「長門圏域」（2 月 6 日）、「岩国圏域」（2 月 8 日）
　第 8 次山口県保健医療計画最終案、紹介受診
重点医療機関の選定、公立病院経営強化プラン等
について協議を行った。（前川）

５　山口県医療保険関係団体連絡協議会（2 月 2 日）
　各団体の現状、懸案事項等の報告、マイナ保険

証の利用促進に関する周知の協力依頼の後、医療
費助成事業に係る審査支払業務についての協議、
情報交換等を行った。（伊藤）

６　第 2 回山口県周産期医療協議会・山口県小
児医療協議会（2 月 2 日）
　令和 5 年度の周産期医療、小児医療の取組状
況の報告、第 8 次保健医療計画の策定について
協議を行った。（河村、縄田）

７　新生児聴覚検査要再検児に対する先天性サイ
トメガロウイルス（CMV）感染症対応に係る検
討会（2 月 2 日）
　県内の先天性 CMV 感染症検査対応状況につい
て説明があり、当県における先天性 CMV 感染症
検査体制、診断、治療及び長期フォロー体制につ
いて検討を行った。（河村）

８　警察医会第 3 回役員会、第 32 回研修会
（2 月 3 日）

　令和 6 年度の山口県医師会表彰の推薦、研修
会等の行事予定について協議を行い、その後研修
会を開催し、報告、講演等を行った。（前川）

９　第 4 回生涯教育委員会（2 月 3 日）
　医学功労賞の選考、県医学会総会開催地の選考、

「中高生の職業体験実習」、生涯研修セミナーの企
画等について協議を行った。（茶川）

10　山口県アレルギー疾患医療連絡協議会「Web」
（2 月 5 日）

　令和 5 年度のオンライン相談会、アレルギー
疾患医療連絡協議会、県民向けセミナー等の取組
状況、令和 6 年度の取組等について協議を行った。

（河村）

11　第 3 回山口県がん対策協議会「Web」（2 月 6 日）
　令和 5 年度のがん対策の取組状況の報告の後、
第８次保健医療計画の策定について協議を行っ
た。（藤原）

理理 事事 会会

報告事項

人事事項
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12　第 3 回山口県循環器病対策推進協議会
（2 月 6 日）

　第 2 期山口県脳卒中・心臓病その他の循環器
病対策推進計画の最終案について協議を行った。

（加藤）

13　山口県医療的ケア児支援地域協議会（2 月 6 日）
　令和 5 年度医療的ケア児支援に関する県、市町
における取組状況等について協議を行った。（前川）

14　令和 6 年能登半島地震災害対策本部会議
第 5 回（2 月 6 日）、第 6 回（2 月 13 日）

　石川県医師会からの JMAT 派遣状況等の報告、
各県医師会からの活動報告や要望等について意見
交換を行った。（上野）

15　第 4 回山口県感染症対策連携協議会「Web」
（2 月 7 日）

　感染症予防計画の改定、今後の保健・医療提供
体制の整備に向けた協議等を行った。（沖中）

16　緑の募金運営協議会（2 月 8 日）
　令和 5 年度緑の募金事業報告及び決算見込み、
令和 6 年度緑の募金推進方法（案）、令和 6 年度
緑の募金事業計画（案）及び収支予算（案）につ
いて協議し、承認された。（事務局長）

17　労災・自賠責医療委員会・山口県自動車保
険医療連絡協議会（2 月 8 日）
　公務災害、支払保留事例等について損保会社、
料率算出機構等と協議を行った。（伊藤）

18　第 3 回山口県糖尿病対策推進委員会（2 月 8 日）
　令和 5 年度事業の実施報告の後、令和 6 年度
の山口県糖尿病療養指導士講習会の開催、糖尿
病性腎症重症化予防プログラム等について協議を
行った。（上野）

19　山口県動物由来感染症情報関連体制整備検
討会第 2 回会合（2 月 9 日）
　令和 5 年度のイヌ、ネコの重症熱性血小板減
少症候群及びオウム病の調査結果、事業報告（案）
等について協議を行った ｡（前川）

20　三師会懇談会（2 月 9 日）
　防衛省防衛研究所の兵頭慎治 研究幹事による

「ウクライナ戦争後の日本の安全保障の行方」と
題した講演の後、意見交換を行った。（伊藤）

21　中国四国医師会連合事務局長会議（2 月 9 日）
　各県医師会から提出のあった、職員の働き方改
革の取組、医師会組織強化、文書決裁に関するシ
ステム等の議題について意見交換を行った。

（事務局長）

22　第 3 回山口県自殺対策連絡協議会（2 月 14 日）
　山口県自殺総合対策計画（第 4 次）の最終案
について協議を行った。（中村）

23　第 3 回山口県みほり学園機能強化基本構想
検討委員会（書面開催）
　山口県みほり学園機能強化基本構想（案）につ
いて協議を行った。（河村）

１　全国国民健康保険組合協会第 2 回理事長・
役員研修会（2 月 7 日）
　「国民健康保険組合を巡る諸課題について」（厚
生労働省保険局国民健康保険課笹子宗一郎 課長）
と「公的年金の水準の確保に向けて」（日本総合
研究所高橋俊之 特任研究員 ( 前　厚生労働省年
金局長 )）の講演が行われた。（加藤）

理理 事事 会会

医師国保理事会　－第 18 回－

報告事項
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２　山口県国民健康保険団体連合会第 4 回理事
会（2 月 13 日）
　2 月 29 日開催の第 2 回通常総会に提出する令
和６年度事業計画、予算等の議案について協議を
行った。
　また、福祉医療費審査支払業務の改善検討要請
を受けた対応等について、報告が行われた。（加藤）

理理 事事 会会

死体検案数掲載について

死体検案数と死亡種別（令和 6 年 1 月分）

山口県警察管内発生の死体検案数
自殺 病死 他殺 他過失 自過失 災害 その他 合計

Jan-24 20 247 0 0 16 0 12 295

自動車保険・火災保険・積立保険・交通事故傷害

保険・医師賠償責任保険・所得補償保険・傷害保険ほか

損 害 保 険 ジ ャ パ ン 株 式 会 社  代理店
共 栄 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社  代理店

20

247

自殺12
病死

他殺

他過失

自過失

災害

その他

16

0
0 0
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　ニューヨークタイムズの旅行特集「2024 年に
行くべき 52 か所」に山口市が選ばれた（1 月 11
日）。山口が注目されるのは光栄である。西の京
の名のとおり、はんなりして落ち着いた街と思っ
ていた。京都をコンパクトに再現した大内氏の力
にも感嘆していた。

　昨年は、岩手県盛岡市が「2023 年に行くべき
52 か所」に選ばれていた。宝石のように光り輝
く文化や食・歴史的建物の魅力を発見する「盛岡・
岩手宝探しの旅」として県全体で盛り上げていた。
　山口も県全体の魅力をアピールするきっかけに
なることが期待できる。オーバーツーリズムへの
対策は必要と思うが、一過性のブームではなく、
来年も再来年も、行くべきところであり続けるこ
とを願う。国内からの旅人も増えて、住んでみた
い街・住み続けたい街として磨かれていくのを見
たい。

　1 月末に瑠璃光寺に行ってみた。香山公園も手
入れが行き届いていて、いつ行っても気持ちよく
散策を楽しめる。
　まだまだ工事中の五重塔は、箱入り状態であ
る。大きな贈り物みたいにラッピングされていた。
正面に、五重塔のシルエットの絵が白く浮かび上
がっているが、背景の緑色の模様の方が目立つ。
そちらに気を取られると、何の絵かわからなくな
る。ルビンの壺みたいである。
　1 月 19 日の晩からはプロジェクションマッピン
グが行われている。テレビのニュースで見ても幻
想的である。寒波の夜に見学に行く根性がなく諦
めていたら、１月 28 日までの予定が 3 月末まで

延長になった。行けそうである。
　工事中の今だからこそのいろいろな企画があ
る。この原稿の締め切り直前の 2 月 7 日、NHK
全国版の『解体キングダム』でも改修工事を、特
に檜皮葺に注目して取り上げていた。

　瑠璃光寺五重塔（西暦 1442 年建立、高さ約
31m20cm）は、日本三名塔のひとつである。
　では他の二つはどこ。
　まず、法隆寺の五重塔（西暦 607 年建立、高
さ約 31m50cm）はすぐ思いつく。奈良斑鳩の里
にある、日本最古の木造建築。社会科の授業で習っ
た。飛鳥時代の聖徳太子ゆかりの法隆寺では、八
頭身で美しいと有名な百済観音像を見学したい。
　大阪駅から JR 大和路快速で 45 分の法隆寺駅
から徒歩 20 分。大和路快速という響きも春らし
く軽やかである。

　もうひとつは、京都の塔だろうとは思うが、た
くさんある。
　正解は、伏見にある醍醐寺の五重塔。京都で
最も古い木造建築物（西暦 951 年建立、高さ約
38m）である。醍醐寺の敷地は広大で、上醍醐
と下醍醐があり、五重塔は下醍醐にある。豊臣
秀吉の「醍醐の花見」で有名な桜の名所である。
　京都駅から JR 東海道線で一駅の山科駅で、地
下鉄東西線の六地蔵行きに乗り換え、醍醐駅で降
りて徒歩 10 分。ここも今年行くべき私のリスト
に入れる。

　京都の塔と言えば、新幹線で京都駅に近づくと
出迎えてくれる五重塔がすぐ思いつく。

々々飄飄
広 報 委 員

岸本　千種

2024 年も 2025 年も
行くべき山口
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　こちらは東寺（教王護国寺）の五重塔である。
高さ 55m で木造の塔では、京都だけでなく日本
で一番背が高い。弘法大師ゆかりのお寺で、立体
曼荼羅が有名で、ここも桜の名所である。特に見
事な夜桜がガイドブックに載っている。東寺も京
都駅から歩いて 15 分で行けるとのこと。近鉄の
東寺駅から徒歩 10 分という行き方もある。東寺
も今年の行くべきお寺のリストに加える。

　これだけは見たいというテーマ、例えばお寺や
美術館を毎回ひとつだけ決めて、そこに到達でき
れば、満足することにしている。
　電車の最寄り駅から徒歩で行けると安心であ
る。バスよりも乗り場を見つけやすいし、所要時
間が把握できるので予定が立てやすい。交通系
カード ICOCA（イコカ）のおかげで、料金表を

にらみながら小銭の用意をしなくても済むので楽
になった。山口県内の在来線でも私の最寄り駅の
徳山駅や山口駅でも 2023 年春から ICOCA が使
えるようになったのでありがたい。
　スマートフォンの乗り換え検索は必須だが、ホ
テルなどでもらえる無料の地図が結構助かる。薄
くて軽く、マーカーやボールペンで書き込みもで
きるし、折りたたんで持ち歩きやすく片手で扱え
る。
　私は自分で電車の乗り換えを調べて、地図も
確認しないと、誰かに連れて行ってもらって、次
に自力で行ってみようと思い立っても、さっぱり
わからないことが多い。タクシーアプリも入れた
が、まだ使いこなせていない。「行くべき」効果で、
山口県内でも使えるところが増えるとは思う。

山口県医師会メールマガジンのお知らせ

　   山口県医師会では、メールマガジンにより会員の皆様へより多くの情報をお届けいたします。
   ぜひ、ご登録をお願いします。
 　  メールマガジン配信をご希望の方は、①又は②の方法でご登録ください。
 　　　①スマートフォンの方
　　　　右の QR コードからアクセスし、必要事項を入力してください。

 　　　②パソコンの方
　　　　yamajoho@yamaguchi.med.or.jpへメールをお送りください。
　　　　（折り返し、登録に関するご案内をお知らせいたします。）
   ・本メールマガジンは配信専用です。
   ・ご連絡いただきましたメールアドレスは本事業でのみ利用し、他に提供はいたしません。
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　山口県医師会では、山口県、山口大学を含む県内 15 の臨床研修病院と協力し
て「山口県医師臨床研修推進センター」を設立し、医学生や研修医をサポート
するさまざまな活動をしています。
　その一環として、臨床研修病院・専門研修プログラム合同説明会に山口県ブー
スを設置し、山口県の臨床研修及び専門研修体制をご紹介いたします。
　各位のご子息、ご息女またはお知り合いの中に、山口県に興味のある医学生・
研修医がおられましたら、説明会への参加についてお声掛けいただきますよう
お願いいたします。

　　　レジナビフェア 2024 東京 春　～臨床研修プログラム～
　　　　・と　き　　3 月 17 日（日）
　　　　・ところ　　東京ビッグサイト
　　　　・対　象　　医学生

　　　レジナビフェア 2024 福岡　～臨床研修プログラム～
　　　　・と　き　　5 月 19 日（日）
　　　　・ところ　　マリンメッセ福岡
　　　　・対　象　　医学生

　　　レジナビフェア 2024 大阪　～臨床・専門研修プログラム～
　　　　・と　き　　5 月 26 日（日）
　　　　・ところ　　インテックス大阪
　　　　・対　象　　医学生および研修医

　　　レジナビフェア 2024 東京　～臨床・専門研修プログラム～
　　　　・と　き　　6 月 16 日（日）
　　　　・ところ　　東京ビッグサイト
　　　　・対　象　　医学生および研修医

○ フェアの詳細はホームページに掲載しております。
そのほか、臨床研修医交流会などのイベントや各種助成金の
情報も掲載していますので、ご覧ください。
　　URL　http://www.yamaguchi.med.or.jp/rk/index.htm

臨床研修病院・専門研修プログラム合同説明会
（レジナビフェア 2024 東京・大阪・福岡）

への出展について
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と　　き　　令和 6 年 4 月 7 日（日）9：00 ～ 14：00（8：15 から練習可）
と こ ろ　　宇部市中央公園テニスコート（屋内 4 面）

試合形式　　ダブルス　夫婦ペア（医師と配偶者のペア）
　　　　　　　　　　　家族ペア（医師と家族のペア）
　　　　　　　　　　　当日ペア（医師と医師のペア）　＜各種目内での対抗戦＞

会　　費　　医師 1 名 4,000 円、家族 1 名 2,000 円（お弁当代を含む）

申込方法　　夫婦ペア、家族ペア（親子、兄弟など）、単身（当日抽選でペア）の形
　　　　　　で応募ください。参加資格は山口県内に居住または勤務する医師およ
　　　　　　びその家族。
　　　　　　3 月 25 日（月）までに各地区理事または当番幹事へお申し込みください。

当番幹事　　野村耕三（山口市 ノムラ泌尿器科整形外科）
　　　　　　　TEL：083-933-0011　FAX：083-933-0010

主　　催　　山口県医師テニス協会　〔会長　宇野愼一〕

地区理事　　下関・県西部：松永尚治　　　宇部・山陽小野田：鈴木克佳
　　　　　　周南・県東部：前田一彦　　　山口・防府・県北部：野村耕三

後　　援　　（公財）宇部市体育協会

＊懇親会はございません。（お弁当あり）
＊感染症の状況次第で、開催の形態変更や中止もあり得ることをご了承ください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
令和 6 年テニス関連行事予定
　9 月 21 日（土）～ 23 日（月・祝）第 51 回全日本医師テニス宮城大会
　10 月 6 日（日）令和 6 年度秋季山口県医師テニス大会（宇部市中央公園コート）

令和 6 年度
春季山口県医師テニス大会のご案内
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「医業承継支援事業」に伴う各種業務のお知らせ

　当会では地域医療提供体制の確保のために、「医業譲渡を希望する診療所」と「医
業譲受を希望する医師」を支援し、その仕組みづくりを構築することを目的として
標記事業を山口県の事業として引き受けております。是非、ご利用ください。

（1）医業承継に関する初期相談の専門家派遣事業
　・医業経営のコンサルティングによる無料相談（一般的な助言に限る）
　・専属の会計士や税理士がおられる場合は、まずは顧問先への相談をお勧めします

（2）譲受情報の受付登録と提供事業

上記各種業務のお問い合わせ先
　　医業承継に関する相談窓口
　　　TEL：083-922-2510（山口県医師会内、平日 9 時～ 17 時まで）
　　　FAX：083-922-2527
　　　電子メール：shoukei-y35@yamaguchi.med.or.jp

　各種業務ネット入力の場合は下記 QR コードをご利用ください。

（3）令和 6 年 2 月 22 日現在の登録状況
　　　譲渡希望件数　13 件、譲受希望件数　4 件
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日医 FAX ニュース日医 FAX ニュース
2024 年（令和 6 年）1 月 23 日　3194 号
■　医療・介護・障害福祉で「賃上げを」
■　高齢者救急、看護師「加配」で対応
■　公聴会の意見も踏まえ、改定議論を継続
■　被災地に「医療コンテナ」配置
■　コロナ定点 8.96、増加傾向続く

2024 年（令和 6 年）1 月 26 日　3195 号
■　在宅医療への影響を注視
■　学校健診、「原則着衣」報道を懸念
■　「行政と連携して役割果たす」
■　コロナ感染増、「今後の状況を注視」
■　市販薬の過剰摂取「危険性理解を」

2024 年（令和 6 年）1 月 30 日　3196 号
■　入院基本料・初再診料を引き上げへ
■　医療 DX 推進、「体制整備加算」新設へ
■　特定疾患療養管理料を見直し
■　通常国会が開会、6 月 23 日まで
■　コロナ定点、12.23 に拡大
■　インフル定点 17.72、前週から増加

2024 年（令和 6 年）2 月 2 日　3197 号
■　診療報酬改定、新設管理料に着目を
■　急性期１の必要度、「B 項目」廃止
■　医師数の適正化・偏在是正
■　被災地支援、「適切なロードマップを」

2024 年（令和 6 年）2 月 6 日　3198 号
■　特定疾患療養管理料の見直しで見解
■　賃上げ、「実効性を高めて確実に」
■　「ベースアップ評価料」を新設
■　医学会・医学会連合、「従来方針を継続」
■　死者の医療情報把握へ、検案の高度化を
■　コロナ定点 14.93
■　インフル定点、19.20 に増

2024 年（令和 6 年）2 月 9 日　3199 号
■　能登北部の診療所、「早期復旧を支援」
■　「子ども予防接種週間」、来月１日から
■　24 年度改定、「短冊」まとまる
■　答申書付帯意見を了承
■　かかりつけ機能の発揮へ、働きかけを

2024 年（令和 6 年）2 月 16 日　3200 号
■　持続的賃上げへ、「着実に実績を」
■　外来・在宅ベースアップ評価料を設定
■　生活習慣病管理料、Ⅰは 610 ～ 760 点
■　能登北部の診療所、「復旧支援を」

2024 年（令和 6 年）2 月 20 日　3201 号
■　４月からの賃上げ、ベア評価料の充当
■　敷地内薬局、地域支援加算等９割減
■　後発品使用体制加算は「40 点増」
■　被災地へ、医師・看護師を応援派遣
■　インフル定点、23.93 に増加
■　コロナ定点 13.75 に減少
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　NHK の夜ドラ『作りたい女と食べたい女』。原作の漫画も面白かったが、TV ドラマも楽しみに
観ている。東京で倹しく一人暮らしをしている二人の女性、小食だけど料理が好きな野本さんと、
豪快な食べっぷりの春日さんの交流が描かれたシーズン１が 2022 年の放映。シーズン２の現在は、
野本さんが、自分の春日さんへの思いが恋だと気付く様子が丁寧に描かれているところ。この二人
の物語に私が惹かれる理由の一つは、女性がこの社会の中で感じている違和感が掬い取られている
からだと思う。
　自分が好きで料理を作っているのに、「いい奥さん・お母さんになれるね」と定型的な形容をされ、
心がざらつく野本さん。起き上がれないほどの月経困難症なのに、野本さんはこれぐらいのことで
病院に行ってはいけないと我慢している。そしてそんな彼女に、「病院に行ってもいいと思います」
と春日さんが伝える。定食屋で餃子とごはんを注文する春日さんに、「お姉さん、餃子にライスは
邪道だよ。やっぱり餃子にはビールでしょう。わかってないなぁ。」としたり顔でダメ出ししてく
る中年男。こんなヒトいるよなあ。春日さんの仕事先の中年女性は、自分の親の介護を押し付けて
知らん顔の夫を憎み苦しむ。そして郷里の父親から祖母の介護のため、仕事を辞めて帰るよう執拗
に要求されている春日さんに、「私なら娘に帰ってこなくていいと言うよ」と励ます。
　当たり前、普通のこととされてきた物事が、誰かの我慢や沈黙で成り立っているなら、それは当
たり前でも普通でもない。もうすぐ最終回だが、野本さんと春日さんの幸せを願うばかりである。

（常任理事　長谷川奈津江）　

編編集
後後記

山口県医師会総務課内 会報編集係
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医学および医療は、病める人の治療はもとより、人びとの健康の
維持増進、さらには治療困難な人を支える医療、苦痛を和らげる
緩和医療をも包含する。医師は責任の重大性を認識し、人類愛を
基にすべての人に奉仕するものである。

1. 医師は生涯学習の精神を保ち、つねに医学の知識と技術の
習得に努めるとともに、その進歩・発展に尽くす。

2. 医師は自らの職業の尊厳と責任を自覚し、教養を深め、人格を
高めるように心掛ける。

3. 医師は医療を受ける人びとの人格を尊重し、やさしい心で
接するとともに、医療内容についてよく説明し、信頼を得るように
努める。

4. 医師は互いに尊敬し、医療関係者と協力して医療に尽くす。

5. 医師は医療の公共性を重んじ、医療を通じて社会の発展に
尽くすとともに、法規範の遵守および法秩序の形成に努める。

6. 医師は医業にあたって営利を目的としない。
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